
M群では､5年間に4回のテイク･オーバーが起

こっている｡移持してきたαオスが､所群の個体

と社会関係を形成していく様子を報岱する｡

新aオスは､交Fi糊に配偶関係から形成された

メスとの関係を足がかりに､新郎の個体と社会関

係を深めていく｡この際Fi変なのは､ aメスとの

関係である｡詳しく観察できた年には､ aメスは

出産期に当たる4･5月に発惜し､新aオスと

抗極的に交尾を行い､近接していた｡この結果､

他のメスたちも徐々に新 αオスに近接するように

なり､毛づくろいも交わすようになっていった｡

元のaオスはPオスとして群れに留まっていたが､

aメスは以前琉!掛こ行っていた毛づくろいなどを

全く行わなくなってしまった｡

各種霊長類動物のヒト広義血液型活性と細胞

内小器官の血液型抗原活性分布

永野耐造 ･大島 徹 ･苗安達典 (金沢大･

医)

1.諸種霊長放動物血球のヒト赤血球抗原型活性

ヒヒ､ニホンザル各2頭についてヒト赤血球抗

原型判定用試燕で追加検査した｡ヒヒおよびニホ

ンザルとも前回の検査(詔長類研究所年報､邦16

巻､p65､1986年 )と同様の成約であった｡

2.霊長頬諸臓器の組枯 ･細胞におけるヒトAB

o式血夜型抗原活性に関する免疫fE顕的検討

材料 :カニクイザル､アカゲザル各 1頭および

マントヒヒ2頭から組織を採取し､細切した｡

方法 :細切組織を4%パラホルムアルデヒドで

固定､エポキシまたはLowicryl K4M樹脂に包

埋し､超蒋切片について以下の免疫染色を行った｡

即ち､エッチング後､1次抗体にモノクローナル

抗A､B､Hを用い､コロイド金標識法で血夜型

活性局在部位を可視化した｡また､近接水酸基を

もつ中性糖蛋白を過ヨウ素酸-チオ*ルポヒドラ

ジド-オスミウム酸反応 (Thi'ery,1967)で招疏

的に検出した｡

成約 1)顎下腺 :アカゲザルとマントヒヒの粘

親授細胞内粘液物質(中性紙正白に田む)には､

o(H)活性と微弱なB活性が局在していた｡

2)田 :カニクイザルではA活性が､主に先回枯

紋細胞の粘液分泌頬粒や胃底腺壁細胞の細胞内分

泌細管･微械毛虫而 (各々､中性紙h'自問性 )に

局在していたが､主細胞では桧性であった｡

8)小脳 :カニクイザルでは^活性､アカゲザル

ではB活性が､主に小腸枯肪 ･杯細胞内の粘液分

泌瑚粒や吸収上皮細胞の事故械毛衣而(ともに中性

枯琵白倒性)などに局在しているのが認められた｡

4)肺臓 :カニクイザルではA活性が､腺房細胞

円の分泌桁粒(Zymogcn灼粒)に局在していた｡

5)肝臓 :肝細胞では血蔽型活性は陰性であった｡

総括 :以上のABO式血液型抗原活性の局在様

式は､別途検訳したヒトおよびウシガエルでも共

通に認められるもので､近接水酸基を有する中性

糖蛋白の局在と密接に関連していた｡

ニホンザルの母子開脚こおける子守行動の

形響

田中伊知郎(粥大 ･理 )

昭和59-61咋の8年間､長野県下市非郡山ノ内

町地獄谷野授公苑の志田A-1酢を対象に､個体

追跡法を用いて､母子関係を調盃してきた｡昭和

62年度共同利用研兜では､8才までの個体史を把

握したコドモを胴体追跡し､メスのコドモの子守

行動に重点をおいて調盃した｡

子守行動について､生後 1カ月以内のアカンボ

ウ(以下新生児とする)を､米産のメスのコドモ

が世話することがほとんどできないことがわかっ

た｡その理由は､志田A-1群において､母斑が

末産メスが新生児に近付くのを妨召するからであ

る｡昭和59年以来､新生児を未在メスが世話した

行動は､個体追跡FrIの2例と､アド･I)プ法にJ:

って観察された誘拐の1例だけである｡このうち

の2例で､新生児のrootingが観察されたが､末

座のメスは､経在のメスがするように抱き上げて

アカンボウを乳首のところまで持っていくことを

せず､個体追跡中の1例では､抱いていたアカン

ボウを荒っぽく引き離し､誘拐中の例では､親指

をしゃぶらせていた｡アカンボウのrootingに対

して､適切に抱き上げてやらずに引き離す行跡ま､

羅後li那Jl以内の初産の母祝でも見られた｡以上

の点から､少なくとも授乳に関しては､出産前に

符児を経験することがなく､自らが在んだ子を扱

い､それに対するアカンボウの反応を見ながら学
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習していくと考えられる｡このことが､前回まで

の初産と経産の比較研究で明らかになった生後1

カ月の時期に初産の母親と経産の母親の行動に大

きな迎いが見られたことと対応していると考えら

れる｡

以上の結果を含めて､昭和63年度の共同利用研

究では､4才までの個体史を把握した個体の追跡

を継続し､コドモ期の社会関係の差が､ワカモノ

糊以降の社会関係にどのように影響するかを縦断

的に明らかにしていきたい｡

霧梯山系中尾川流域における野生=ホンザル

の分布及び猿害の実態に関する研究

岡野恒也(日本女子大 ･文 )･小山高正

■(舵京女子大 ･一般教育 )･上原安夫

(上田女子短大 )

小FaJmま､群馬県碓氷郡松井田町子持山と中尾

山にはさまれた挟陰部を流れる｡川を遡れば長野

ir,t軽井沢町に遜する｡1988年3月､中尾川流域に

は王に2Ⅰ‡紬,機動する｡カタハナ群15個体､プI)

ンス郎約40個体である｡現在はこのように少数個

仏であるが､1986年秋ごろまでは､カタハナ群

148､プリンス群約60､ワニ群約60個体が遊動し

ていた｡その後､山中に遊動する個体数が減少し

はじめ､現在に至る｡このような動向とともに､

申F訓IT流域に広がる築落､農地に出没する個体

数の糊加が見られる｡これらの地域においては､

1986咋以肌では､春から秋にかけての出没が見ら

れ､これ以外の時期には出没しないという特徴が

見られたが､現在では年間を通して出没し､同時

に授tL'も一年中発生しはじめている.この他に周

辺には窃班川流域､妙義山系に多くの野生ザルが

王立臥する｡後者においてもやはり猿害が発生して

いるが､主にそれは妙義町､下仁田町である｡松

井田町での投書には窟矧 H流域生息群も関係する

が､中招川上流域山中での個体数の大幅な減少と

合わせ考えるならば､それまで同山中に遊勤して

いた佃仏の多くが関与していることが考えられる｡

これらの動向とともに猿害も次第に増大してき

ている｡1986年ごろまでは春のクワ､シイタケ､

ネギ､夏から秋にかけてのク1)､豆､カキに袋申

していたが､1987年秋には水田に入り込み､米に

対する被害の気配も見られる｡時には小学生や老

人等を威嚇することもあらわれてきた｡群馬県杯

務部の調査によれば､昭和61年度の被害は1,200

万円にのぼろが､実際には届出されない被害もあ

り､これ以上におよぶと考えられる｡対矧ま､鑑

による捕獲､電気柵設置､スピーカーによる音声

等から､時には銃による駆除へとかわってきてい

る｡有害鳥獣駆除の申請は､ほほ年間を通して出

されている｡

現在､.山中においても人に対する馴化が急速に

進むと阜もに､山蕗部-の出没も季節にかかわら

ず､年間を通して出没する傾向の定着化が見られ

る.同時に､猿害による被害も拡大される幌向に

ある｡

サルの手に存在するパテニ小体の分布について

武田 創 .熊本賢三 (明治以灸大)

皮膚の感覚受容器の一つであるパテニ小体の分

布を解剖組織学的に種々の動物を用いて研究して

きた｡日本ザル (Ahcacafuscata)では､手の

掌側の皮膚組織に約400個の小体が分布し､その

大きさは長径約 600ILm､短径約300pmであり､

夷皮よりも皮下粗放に多くみられた｡また､小休

は手全体に分布していたが､指では特に末附 白球

に多く､手掌では母指球の第3指よりに多くみら

れ､指よりも手掌により多く見られた｡今回は､

ホルマ.)ン固定されたコモンツパイ(TuPu'a

gLis)の手に分布する本小体についてチョウセン

シマl)ス(TamtassibiricusbarberE)のそれ

と比較して報告する｡ツパイとシマリスの手は脱

灰後､型どおりセロイジン包埋し､40JJmの連続

横断切片にしてHE染色を施し､光跡 こて検鎖し

た｡また､標本は万能投影器にて拡大し､ボール

紙を用いて手全体を再構築して小体の分布位置を

確認した｡結果 :コモンツパイの手掌には4つの

指間球と母指球及び小指球があり､全体としてシ

マリスの手を少し大きくしたものに近い｡パチニ

小体は皮膚組級のうち皮下組織にのみ認められ､

共皮には見られなかった｡また筋組織や骨､関節

付近にも認められなかった｡その数は10-16個で､

母指球から母指基節部に局在していた｡シマリス

でも同様に皮下組織にみられたが､指と指問球深
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